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子育て応援課こども福祉係（プラザけやき内☎35-0914）問い合わせ

兄弟、姉妹や家族のケアをしていることで、子どもの時間を過ごすことが困難になっている児童「ヤング
ケアラー」が社会問題となっています。そのため、市では令和４年度にヤングケアラーの相談窓口を子育
て応援課に設置しました。生活の様子から「ヤングケアラーかも」と思う子どもがいたら、窓口へご相談
ください。　　

ヤングケアラーとはこんな子どもたちです
　ヤングケアラーとは、本来大人が担うと想定されているような、家事や家族の世話などを日常的に行っ
ている子どものことです。自らの意向にかかわらず、置かれた環境により自身の行動が制限されてしまい
ます。家事や家族の世話、介護、感情面のサポートの責任や負担の重さにより、学業や友人関係などに
影響が出てしまうことがあります。詳細は、市ホームページ（右記）をご覧ください。

まずは話してみませんか
　表面化しにくいヤングケアラーの問題は、周囲の人が気づき、相談につなげることが大切です。自分自身がヤング
ケアラーになってつらい思いを感じている人だけでなく、本人に自覚はなくても負担がかかっているように見える子ども
に気づいた人は、下記へご相談ください。信頼できる・話しやすいと思える人に、まずは話してみませんか。

●相談窓口
・市内の小中学校・高校
　担任の先生や保健室の先生など、話しやすい先生　　
　に相談してください。

・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー
　学校へ相談したいことを伝えてください。

・家庭児童相談室（子育て応援課内☎35-0955）
　 受付時間  平日 午前８時15分～午後５時

・LINE 相談（しずおかこども・家庭相談）
　右記を読み取り、友だち登録をしてトークを
　始めると相談できます。
　 受付時間  平日 午前10時～午後８時
　　　　　平日以外 正午～午後８時

・児童相談所相談専用ダイヤル
  （☎0 1 2 0‐1 8 9‐7 8 3 ）
　 受付時間  24時間年中無休
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